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1. 令和2年3月期第3四半期の連結業績（平成31年4月1日～令和元年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2年3月期第3四半期 23,515 7.9 1,312 42.6 1,322 43.3 844 39.5

31年3月期第3四半期 21,802 △4.9 920 16.5 922 17.4 605 20.3

（注）包括利益 2年3月期第3四半期　　849百万円 （39.4％） 31年3月期第3四半期　　609百万円 （22.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2年3月期第3四半期 331.90 ―

31年3月期第3四半期 238.30 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2年3月期第3四半期 15,156 6,728 44.0

31年3月期 15,431 6,018 38.7

（参考）自己資本 2年3月期第3四半期 6,675百万円 31年3月期 5,970百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

31年3月期 ― 15.00 ― 35.00 50.00

2年3月期 ― 20.00 ―

2年3月期（予想） 25.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 2年 3月期の連結業績予想（平成31年 4月 1日～令和 2年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,000 2.3 1,400 2.5 1,400 1.9 870 △23.4 341.79

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2年3月期3Q 2,703,200 株 31年3月期 2,703,200 株

② 期末自己株式数 2年3月期3Q 157,775 株 31年3月期 157,775 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2年3月期3Q 2,545,425 株 31年3月期3Q 2,541,110 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報　(3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益を背景とする設備投資や個人消費の持ち直し、雇用

情勢の改善により、緩やかな回復基調で推移致しました。一方で消費税引き上げ後の影響や、海外経済の不確実性

などの影響が懸念されており、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経済状況の中、当社グループは、店舗、法人部門並びに技術部門の連携を強化し、ハードとサービス

を融合した仕組みの販売に重点を置き、顧客増大と利益創出を推進しました。 

パソコン専門店「アプライド」26店舗のうち、20店舗に法人向けソリューションを提案するブースを新設し、店

舗内相談会の実施を通して顧客の満足度を高め、Windows10への入れ替えニーズに対応いたしました。 

大学、官公庁向けの販売を主体とするＳＩ営業では、HPC「ハイパフォーマンスコンピューティング」の製造技

術を活かした研究開発向けのソリューション営業を推進いたしました。 

ＢtoＢ販売を中心とした特機営業では、店舗及び技術部門と連携したセミナーや展示会でＩＴ需要を喚起し、Ａ

Ｉ・ＲＰＡを活用したソフトウエアとハードウエアのパッケージ販売により、売上拡大を図りました。 

化粧品・雑貨専門店「ハウズ」は九州５店舗、愛知に１店舗の計６店舗で、独自開発商品の展開を軸に、差別化

と収益性の向上に努めました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は235億15百万円（前年同期比7.9％増）、利益面におきまして

は、経常利益は13億22百万円（前年同期比43.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は８億44百万円（前年

同期比39.5％増）となりました。

セグメント別の売上高は次のとおりです。

①  パソコン・ゲーム事業は、ソリューションを含めた独自商品及びシステム・サービスの提供を行うことによ

り、他社との差別化を図り、売上高は175億円（前年同期比3.4％減）となりました。

②  化粧品・雑貨事業は、「小さな感動」と「生活と寄り添う」をテーマに、プライベートブランド商品の投入や

差別化商品を中心とした品揃えの充実を図り、卸売販売を強化したことにより、売上高は57億28百万円（前年同

期比69.8％増）となりました。

③  出版・広告事業は、タウン情報誌や季刊誌などの紙媒体発行に加え、デジタルを応用した送客システムやイベ

ントの開催を行うことにより、売上高は２億86百万円（前年同期比8.8％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２億75百万円減少し、151億56百万円

となりました。これは主に、余剰資金で借入金の返済を進めたことにより現金及び預金が７億73百万円減少し、仕

入先の年始営業開始に合わせ、1月上旬の販売見込商品を12月に確保する必要があったことによりたな卸資産が４

億74百万円増加したためです。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ９億84百万円減少し、84億28百万円となりました。これは主に、キャッシ

ュ・フロー改善に取り組んだ結果増加した資金で借入金の返済を進めたことにより短期借入金が６億円及び１年内

返済予定の長期借入金が２億58百万円並びに長期借入金が４億60百万円減少したためです。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ７億９百万円増加し、67億28百万円となりました。これは主に、堅調な

業績伸長により当社グループ過去最高益となったことにより利益剰余金が７億４百万円増加したためです。

この結果、自己資本比率は、44.0％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、概ね予想通りに推移しており、現時点では、令和元年11月14日に公表いたしました通

期の業績予想から修正を行っておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,478 705 

受取手形及び売掛金 6,861 7,016 

たな卸資産 1,171 1,646 

その他 93 85 

貸倒引当金 △141 △201 

流動資産合計 9,464 9,251 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,323 2,371 

土地 2,314 2,314 

その他（純額） 139 130 

有形固定資産合計 4,777 4,815 

無形固定資産 62 54 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 670 610 

その他 457 425 

投資その他の資産合計 1,127 1,035 

固定資産合計 5,967 5,905 

資産合計 15,431 15,156 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,746 2,982 

短期借入金 600 - 

1年内返済予定の長期借入金 882 623 

未払法人税等 213 268 

賞与引当金 175 88 

ポイント引当金 54 61 

その他 1,449 1,571 

流動負債合計 6,120 5,597 

固定負債    

長期借入金 2,815 2,354 

長期未払金 470 470 

その他 6 6 

固定負債合計 3,292 2,831 

負債合計 9,413 8,428 

純資産の部    

株主資本    

資本金 381 381 

資本剰余金 423 423 

利益剰余金 5,254 5,958 

自己株式 △87 △87 

株主資本合計 5,970 6,675 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △0 △0 

その他の包括利益累計額合計 △0 △0 

非支配株主持分 48 53 

純資産合計 6,018 6,728 

負債純資産合計 15,431 15,156 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年12月31日) 

売上高 21,802 23,515 

売上原価 16,088 17,236 

売上総利益 5,714 6,278 

販売費及び一般管理費 4,793 4,966 

営業利益 920 1,312 

営業外収益    

受取利息 2 1 

受取手数料 7 5 

協賛金収入 6 3 

受取賃貸料 10 11 

その他 2 3 

営業外収益合計 30 25 

営業外費用    

支払利息 25 16 

その他 2 0 

営業外費用合計 27 16 

経常利益 922 1,322 

税金等調整前四半期純利益 922 1,322 

法人税、住民税及び事業税 282 445 

法人税等調整額 30 26 

法人税等合計 313 472 

四半期純利益 609 849 

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 5 

親会社株主に帰属する四半期純利益 605 844 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年12月31日) 

四半期純利益 609 849 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 0 △0 

その他の包括利益合計 0 △0 

四半期包括利益 609 849 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 605 844 

非支配株主に係る四半期包括利益 4 5 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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